
令
和
７
年
度
春
日
市
一
般

会
計
当
初
予
算
の
総
額
は
、

対
前
年
度
比
５
％
増
の
４

２
５
億
７
０
５
万
円
と
史

上
最
高
額
で
す
。
歳
入
の
う

ち
市
税
も
、
前
年
比
８
％

(

１
０
億
８
千
万
円)

増
の

約
１
４
７
億
３
７
７
万
円
と

最
高
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
出
で
は
、
①
指
定
管
理
者
で

あ
る
３
５
自
治
会
に
交
付
す
る
「ま

ち
づ
く
り
交
付
金
」
は
、
物
価
高

騰
の
上
、
高
齢
者
支
援
な
ど
事

業
が
拡
大
す
る
中
、(

他
の
民
間
企

業
の
指
定
管
理
料
と
は
違
い)

１
５

年
間
据
え
置
か
れ
て
い
る
。
②
対

象
者
が
児
童
の
た
め
活
動
内
容

が
わ
か
り
難
い
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
で
は
保
育
状
況
や
利
用
者

の
要
望
や
意
見
が
公
開
さ
れ
な

い
等
、
事
業
内
容
が
不
透
明
な
ま

ま
高
額
の
委
託
料
を
支
出
し
て
い

る
。
③
教
育
予
算
で
は
、
本
市
の

就
学
援
助
の
認
定
基
準
額
が
近

隣
市
中
で
最
低
の
ま
ま
で
あ
る
。

④
米
・
食
料
品
を
は
じ
め
生
活

全
般
の
物
価
高
騰
で
家
計
が
厳

し
い
市
民
へ
の
支
援
が
少
な
い

等
の
理
由
で
反
対
し
ま
し
た
。

（
問
）
成
長
期
の

生
徒
の
健
康
面
、

家
庭
の
経
済
面
等

を
考
え
、
中
学
校

も
全
員
制
給
食
に

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

（答
）
食
育
の
一
環
で
、
中
学
生
の

食
を
選
択
す
る
力
を
育
て
て
い
る
。

（
問
）
昨
今
の
物
価
高
騰
の
状
況

を
考
え
る
と
、
よ
り
多
く
の
児
童

生
徒
の
家
庭
へ
の
支
援
が
必
要
と

考
え
る
が
、
就
学
援
助
認
定
基
準

額
の
引
上
げ
は
で
き
な
い
か
。

（答
）
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
は
、

認
定
基
準
の
引
き
上
げ
は
困
難
。

（
問
）
不
登
校
児
童
生
徒
の
た
め

に
、
制
度
や
情
報
を
ま
と
め
て
書

い
た
冊
子
等
が
あ
る
と
良
い
と
思

う
が
い
か
が
か
。

（答
）
春
日
市
サ
ポ
ー
ト
マ
ッ
プ
や

市
内
全
域
の
地
図
か
ら
相
談
機
関

と
か
を
示
し
案
内
し
て
い
る
。

（問
）
今
後
は
、
さ
ら
に
個
々
の
子

ど
も
の
最
善
の
利
益
を
考
え
な
が

ら
子
ど
も
の
権
利
条
約
に
則
し
た

児
童
生
徒
へ
の
施
策
を
行
う
よ
う

期
待
す
る
が
、
期
待
し
て
良
い
か
。

（
答
）
期
待
さ
れ
る
ま
で
も
な
く
、

確
実
に
や
り
ま
す
。
（教
育
長
答
弁
）
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よしい恭子
下白水北

5-１８
☎574-2076

こ
ん
に
ち
は

よ
し
い
恭
子
で
す

春
日
市
の
令
和
７
年
度
当
初
予
算

就学援助制度を
利用しましょう！

☆義務教育はこ

れを無償とする

という憲法に則

り、一定の基準を

満たす家庭の就学費用の一部

を援助する制度

です。教育委員会

が窓口です。

東
中
体
育
館
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化

市
税
は
前
年
度
比
で
１
０
億
円
の
増

子
ど
も
の
権
利
条
約
に
則
っ
た
施
策
を

「公
共
施
設
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
（省
エ

ネ
再
エ
ネ
利
用
の
建
築
）
推
進
に

つ
い
て
」
は
一
般
質
問
を
行
っ
て

い
ま
し
た
が
、
春
日
東
中
学
校
の

新
体
育
館
で
、
本
市
に
お
い
て
初

め
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
は
気
候
危
機

対
策
の
一
環
と
し
て
進
め
ら
れ
て

い
る
も
の
で
、
「（仮
称)

地
域
共
生

交
流
施
設
」
の
建
設
で
も
、
熱
電

設
備
や
省
エ
ネ
設
備
を
導
入
し
、

Ｚ
Ｅ
Ｂ
（
オ
リ
エ
ン
テ
ド
）
以
上
の
認

定
取
得
を
目
指
す
計
画
で
す
。
既

存
施
設
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
を
行
っ
て
い

る
自
治
体
も
あ
り
、
今
後
の
取
組

み

が

注

目

さ
れ
ま
す
。

《３月議会・主な議案の賛否》

①刑法等一部改正(懲役・禁固の廃止と拘禁刑の

創設)する法律施行に伴う関係条例の整理

②職員派遣,育児休業,勤務時間,休暇等条例改正

③市職員・会計年度任用職員の給与・費用弁償に

関する条例制定（扶養手当、地域手当の改定）

＊配偶者手当廃止・地域手当減額のため反対。

④市スポーツセンター条例等の一部改正(西野球

場廃止、プール専用プリカの使用期限)

⑤非常勤消防団員の退職報償金支給の条例改定

⑥令和7年度春日市一般会計予算について

＊予算には反対（討論は冒頭に記載）

⑦令和7年度(春日市国保,後期高齢者医療,介護保

険,土地取得,下水道事業等)特別会計予算について

⑧土地改良事業(大牟田池：ため池)計画

一
般
質
問
・要
約



＊否決された意見書および請願の各議員（２０名）の態度　（2024年3月～2025年3月議会）

（賛成〇、反対●） （請願） (請願）
意見書および 不登校児童 核兵器禁止 裏金問題 訪問介護報酬 新しいエネルギーコロナワクチン接種 核兵器禁止

請願名（要約） 生徒支援 条約批准 再発防止 引下げ撤回 　基本計画 事業の情報公開 条約批准

( )は賛成数 24年3月（８） 24年３月（７） 同 6月（７） 同 6月（７） 同 6月（７） 9月（６） 25年3月（７）

無会派 吉居 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
春陽会 岩渕 ● ● ● ● ● ● ●

安部 〇 ● ● ● ● ● ●
創政会 米丸 ● ● ● ● ● ● ●

松尾 ● ● ● ● ● ● ●
翔春会 船久保 ● ● ● ● ● ● ●

迫 ● ● ● ● ● ● ●
明社会 田中 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

奈須 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ●
公明党 高橋 ● ● ● ● ● ● ●

原 ● ● ● ● ● ● ●
佐藤 ● ● ● ● ● ● ●
森山 ● 欠 欠 欠 欠 ● ●

春令会 西村 ● ● ● ● ● ● ●
中原       （  議長のため裁決には不参加   ）

無会派 内野 ● ● ● ● ● ● 〇
無会派 中村 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
無会派 北田 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇
無会派 西川 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
無会派 有村 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
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＊日本共産党コーナー＊

要
求
ア
ン
ケ
ー
ト

に
ご
協
力
を
！

要求アンケート

市
民
提
出
の
請
願
と
議
員
提
出
の
意
見
書
案
へ
の
各
市
議
の
対
応

＊
請
願
及
び
意
見
書
の

取
扱
い
に
つ
い
て

請
願
（せ
い
が
ん
）と
は
、
権

威
・決
定
権
を
持
つ
存
在
（国
・

大
臣
、
自
治
体
・
首
長
）
に
対

し
要
望
や
意
見
を
述
べ
る
こ

と
で
す
。
日
本
国
憲
法
第
１

６
条
で
国
民
の
請
願
権
を
定

め
て
お
り
、
請
願
法
な
ど
の
規

定
に
基
づ
き
、
議
会
に
提
出

し
可
決
さ
れ
れ
ば
国
や
地
方

公
共
団
体
に
意
見
書
を
提
出

し
た
り
、
議
会
に
対
し
そ
の
処

理
経
過
及
び
結
果
の
報
告
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
本

市
で
は
、
こ
の
１
年
間
で
２
件

の
請
願
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

意
見
書
は
、
議
会
が
市
民
の

要
望
を
国
や
自
治
体
等
に
対

し
提
出
す
る
も
の
で
、
議
員
が

提
案
し
、
本
会
議
で
討
論
し

賛
否
を
は
か
り
決
定
し
ま
す
。

し
か
し
、
昨
年
９
月
議
会
か

ら
、
事
前
に
賛
成
議
員
が
過

半
数
に
な
ら
な
け
れ
ば
本
会

議
に
出
す
こ
と
さ
え
で
き
な
い

方
法
に
変
更
さ
れ
、
少
数
派

の
意
見
は
、
市
民
の
目
に
は
届

か
な
い
議
会
運
営
と
な
っ
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
は
、
ど
う
思
わ

れ
ま
す
か
。

勤労者世帯の年収別税率

（子ども相談もＯＫ）
と き 毎月第４水曜日

(受付１９～２０時半)
ところ 下白水北公民館

（岩田屋サロンうら）
＊なるべくお電話でご予約を。

お急ぎの方は随時対応します。

０９０‐８３９０‐６２２２(吉居)

新
聞
報
道
で
、
西
鉄
自
動

車(

株)

が
那
珂
川
市
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
か
ら
本
年
９
月

で
撤
退
し
、
本
市
の
「や
よ
い
」

の
契
約
も
３
年
後
ま
で
と
、

心
配
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。
市
か
ら
、
「
今
後
も
継

続
で
き
る
よ
う
事
業
者
を
確

保
し
た
」と
の
説
明
が
あ
り
、

一
安
心
で
す
。
利
便
性
に
つ

い
て
も
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

や
よ
い
バ
ス
運
行
に
つ
い
て

あなたの声を
聞かせてください

生活相談会＊秘密厳守

日本共産党の教育政策


